
Percona Toolkit

利用ガイド

 
2015年8月21日 

 
 

第1.5版 
 
 

株式会社スマートスタイル 



Percona Toolkit マニュアル
目次

はじめに

前提

1 pt-align

2 pt-archiver

3 pt-config-diff

4 pt-deadlock-logger

5 pt-diskstats

6 pt-duplicate-key-checker

7 pt-fifo-split

8 pt-find

9 pt-fingerprint

10 pt-fk-error-logger

11 pt-heartbeat

12 pt-index-usage

13 pt-ioprofile

14 pt-kill

15 pt-mext

16 pt-mysql-summary

17 pt-online-schema-change

18 pt-pmp

19 pt-query-digest

20 pt-show-grants

21 pt-sift

22 pt-slave-delay

23 pt-slave-find

24 pt-slave-restart

25 pt-stalk

26 pt-summary

27 pt-table-checksum

28 pt-table-sync

29 pt-table-usage

30 pt-upgrade

31 pt-variable-advisor

32 pt-visual-explain

表紙

目次

改定履歴

インストール



Percona Toolkit マニュアル
改訂履歴

第0.5版 2014年8月5日 全ページ

第1.2版 2014年9月10日 7, 9, 11, 22, 23, 25, 27, 30

第1.3版 2014年10月28日 全ページ

シナリオの修正、ページの追加、各コマンドの説明の修正

スクリーンショットの差し替え、本文の加筆・修正

第1.4版 2014年11月25日 全ページ

第1.5版 2015年8月21日 7, 21, 24, 25, 27, 30

「はじめに」ページの追加、本文の加筆・修正

シナリオの追加、各コマンドの説明を修正

日付 対象ページバージョン 改訂要旨

レイアウトの調整。各コマンドの説明を修正

第1.0版 2014年8月13日 全ページ

第1.1版 2014年8月14日 2, 3, 5, 10, 12, 13, 15, 前提

シナリオの追加、各コマンドの説明を修正

シナリオの修正、ページの追加、各コマンドの説明の修正

目次へ戻る



Percona Toolkit マニュアル
はじめに

■ Percona Toolkit とは

■ 本書の目的

■ 注意事項

本書の一部または全部の無断転載を禁じます。

本書の内容に基づく運用結果についての責任は負いかねますので、ご了承ください。

目次へ戻る

　本書では、「Percona Toolkit」に含まれるツール一つ一つの機能説明と、そのツールを試験的に使用する場

合の手順を記述しています。

　本書が、複雑な作業に取り組むデータベースエンジニアの一助となると共に、日本において「PerconaToolkit」

が普及するきっかけとなっていただければ幸いに感じます。

　「Percona Toolkit」は、PERCONA社が開発した、MySQLの“運用”、“監視”、“分析”といった複雑な作業を簡

単に実施することができるコマンドツール群です。全部で32ツール存在します。（2014年11月19日現在）

　PERCONA社は、MySQLのコンサルティング・保守サービス分野において、世界で最も高い評価の得ている

企業です。2006年の創業以来、世界各国で1200件以上のコンサルティングおよびサポートの実績をもち、シス

コシステムズ、グルーポン、BBCなどはPERCONA社の顧客となっています。

　Percona製品は、MySQLと非常に高い互換性を持つ（drop-in replacement）MySQLの派生製品で、 MySQL

ユーザが快適に利用いただけることを開発コンセプトとしております。また、MySQLと同様、オープンソースで提

供され、ユーザは無償で利用することができます。そのため、当ツールは日常の業務の中でMySQLを利用して

いるエンジニアの方は勿論、データベース全般に関するコンサルタントの方にもご活用いただけるツールとなっ

ております。
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インストール

■ Percona Toolkit のインストール

● 環境

CentOS 6.5

MySQL 5.6.19 Enterprise

Percona Toolkit 2.2.10

● Percona Toolkit 2.2 でサポートされているプラットフォーム

Debian 6

RHEL 5 & 6

Ubuntu 10.04 LTS & 12.04 LTS

Percona Server 5.0, 5.1, 5.5 & 5.6 / MySQL 5.0, 5.1, 5.5 & 5.6

Percona XtraDB Cluster 5.5 & 5.6

※ 詳細は下記URL参照してください

https://www.percona.com/services/support/mysql-support/percona-toolkit-supported-platforms-and-versions

● インストール文

# yum localinstall http://www.percona.com/redir/downloads/percona-toolkit/LATEST/RPM/percona-toolkit-2.2.10-1.noarch.rpm

(バージョンは最新のものに書き換える)

※ 各コマンドは /usr/bin 配下に配置されます

■ Percona Toolkit の設定ファイル

● 設定ファイルを格納するディレクトリ "percona-toolkit" を /etc 配下に作成します

# mkdir /etc/percona-toolkit

● 設定ファイル "percona-toolkit.conf" を作成します

# touch /etc/percona-toolkit/percona-toolkit.conf

このファイルには全ツール共通のオプションを記述します

※ 全てのツールは実行時に、まずこの設定ファイルを読み込むため、

実行したツールに存在しないオプションがあるとエラーになります

全てのツールに共通して書けるオプションに、どういったものがあるのかは現在調査中です

個別のツールのオプションは、「○○.conf」に記述します。○○はツール名です

例えば "pt-duplicate-key-checker" の場合、ファイル名は「pt-duplicate-key-checker.conf」とし、

vi で下記のように記述します

# config for pt-duplicate-key-checker コメント

user=root MySQL のユーザ名

socket=/var/lib/mysql/mysql.sock ソケットのパス

password=password MySQL のパスワード

h=localhost ホスト名

d=test データベース名

t=articles テーブル名

ここに記述した内容は、実行時にオプションとして指定する必要がなくなります

目次へ戻る

https://www.percona.com/services/support/mysql-support/percona-toolkit-supported-platforms-and-versions
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前提

■ 使用するテーブルについて

● 本マニュアルのシナリオでは、以下のようなテーブルを使用します

● 「テーブルに50万件のデータを取り込む」などの操作には、以下のようなファイルを使用します

■ MySQLの設定について

● MySQLの設定ファイルは以下の通り記述します

[client]

port    = 3306

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

[mysqld]

port    = 3306

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

key_buffer_size = 256M

innodb_file_per_table

innodb_data_home_dir = /var/lib/mysql/

innodb_buffer_pool_size = 256M

innodb_log_file_size = 128M

character-set-server = utf8

slow_query_log = 1

slow_query_log_file  = slow_queries.log

log-error = /var/lib/mysql/mysqld.err


目次へ戻る
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前提

■ MySQLの設定について（レプリケーション）

● レプリケーション関連のツールを用いる時は、MySQLの設定ファイルは以下の通り記述します

マスタ側（ホスト名：hogehoge1）

[client]

port    = 3306

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

[mysqld]

port    = 3306

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

key_buffer_size = 256M

innodb_file_per_table

innodb_data_home_dir = /var/lib/mysql/

innodb_log_file_size = 128M

character-set-server = utf8

slow_query_log = 1

slow_query_log_file  = slow_queries.log

log-error = /var/lib/mysql/mysqld.err


# config for Replication

server-id = 1000

log-bin = /var/lib/mysql/mysql-bin

スレーブ側（ホスト名：hogehoge2）

[client]

port    = 3306

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

[mysqld]

port    = 3306

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

key_buffer_size = 256M

innodb_file_per_table

innodb_data_home_dir = /var/lib/mysql/

innodb_log_file_size = 128M

character-set-server = utf8

slow_query_log = 1

slow_query_log_file  = slow_queries.log

log-error = /var/lib/mysql/mysqld.err


# config for Replication

server-id = 2000

relay-log = /var/lib/mysql/mysql-relay-bin

目次へ戻る



Percona Toolkit マニュアル
1. pt-align

■ コマンド

pt-align

■ 目的

● vmstat コマンドやiostat コマンドなどの出力内容を見やすくします

■ シナリオ

● vmstat コマンドを使用して、CPUやメモリーの負荷率を表示することができますが、

ウィンドウサイズが大きくないと非常に見づらい表示となってしまいます

パイプを用いてvmstatの標準出力をpt-alignに引き渡すことで、

ウィンドウサイズを変えることなく出力内容を見やすくすることが出来ます

■ 結果

● 項目を区切るスペース幅などが自動調節され、表形式で整列されて表示されます

■ 良い点

●横に間延びしたステータス表示を自動的に整列して見やすくします

目次へ戻る
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1. pt-align

■ その他

●ファイルを指定して、その内容をスペース区切りで分割して列幅を調整し、標準出力することも出来ます

● 下のように単語の長さがバラバラのテキストファイルも、pt-alignコマンドを使えば見やすく自動調整してくれます

※ スペースの個数を等しくする必要があります

上の例では、スペースの個数が異なる"d"の行が省略されています

● 日本語のファイルの場合、上手く機能しません

目次へ戻る
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2. pt-archiver

■ コマンド

pt-archiver [ オプション ] --source [ DSN ] --file "ファイル名" --where "条件文"

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

● --source [ DSN ] ： h=ホスト名, D=データベース名, t=テーブル名

● --file "ファイル名" ： アーカイブした内容を保存するファイルを指定します

● --where "条件文" ： アーカイブするレコードの条件を指定します（全レコード取得の場合は "1=1" と指定）

【主なオプション】

● --no-delete ： デフォルトではアーカイブしたレコードが削除されるため、それを避ける時はこのオプションを使います

● --no-check-charset ： デフォルトではレコードとアーカイブファイルとの間の文字コードの違いをチェックします

このオプションを指定すれば、自動でデータベースの文字コードに合わせてくれます

■ 目的

● 指定したテーブルのレコードを、他のテーブルに取り込める形式のファイルにアーカイブします

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

ただし、--source、--file、--where はコマンドライン上で直接指定する必要があるため、ここでは書きません

# touch /etc/percona-toolkit/pt-archiver.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-archiver.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-archiver コメント

user=root MySQL のユーザ名

password=パスワード MySQL のパスワードを記載

■ シナリオ

● 以下のようなテーブルおよびレコードを用意します

目次へ戻る
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2. pt-archiver

● 以下のコマンドを実行し、上記のテーブルからidが106-110のレコードをアーカイブします。

# pt-archiver --no-check-charset --no-delete --source h=localhost,D=test,t=articles

--file "/tmp/pt-archiver_result.txt" --where "id between 106 and 110"

# cat /tmp/pt-archiver_result.txt

■ 結果

● pt-archiver_result.txt の中に以下のような内容が書き込まれます。

このファイルを使えば、"LOAD DATA INFILE"文でレコードを取り込むことが出来ます。

# cp /tmp/pt-archiver_result.txt /var/lib/mysql/test/

mysql> TRUNCATE articles;

mysql> LOAD DATA INFILE "pt-archiver_result.txt" INTO TABLE articles;

■ 良い点

● 行レベルで条件を指定して、別データベースへリストアする場合等に有効です

■ 注意点

● デフォルト設定で動かそうとすると、アーカイブされたレコードがテーブルから削除されてしまいます

目次へ戻る
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2. pt-archiver

■ その他
● pt-archiver で保存されるファイルの形式は、MySQLの"SELECT INTO OUTFILE" と同じです

各フィールドはタブ区切られ、1レコードが改行（LF）で終わります
NULL は"N"で表され、特殊文字は飛ばされます

● --file オプションでは、以下のような変数を用いてファイル名を付けることが可能です

%Y 西暦
%m 月
%d 日付
%H 時
%i 分
%s 秒

%D データベース名
%t テーブル名

今回のシナリオ内で実行したコマンドの --file オプション内を、

--file '/tmp/%Y-%m-%d-%D-%t.txt'

と設定すると、出力されるファイル名は" 2014-08-14-test-articles.txt "のようになります

目次へ戻る
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3. pt-config-diff

■ コマンド

pt-config-diff [ オプション ] [ ファイル名1 ] [ ファイル名2 ]

■ 目的

● 指定した２つのMySQLの設定ファイルを比較して、その２つの差異を出力します

■ シナリオ

● 以下のような my.cnf と my2.cnf という２つの設定ファイルを用意します

my.cnf my2.cnf

[client] [client]

port    = 3306 port    = 1000

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock socket  = /var/lib/mysql/mysql2.sock

[mysqld] [mysqld]

port    = 3306 port    = 9999

socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock

key_buffer_size = 256M key_buffer_size = 512M

innodb_file_per_table

innodb_data_home_dir = /var/lib/mysql/ innodb_data_home_dir = /var/lib/mysql/

innodb_log_file_size = 128M

character-set-server = utf8 character-set-server = sjis

slow_query_log = 1 slow_query_log = 0

slow_query_log_file  = slow_queries.log slow_query_log_file  = slow_queries.log

log-error = /var/lib/mysql/mysqld.err
 log-error = /var/lib/mysql/mysqld.err


● pt-config-diff コマンドで両ファイルを比較し、差異を出力させます

■ 結果

● 以下のように、スクリプト上にファイル内で設定が異なる項目とその内容が標準出力されます

※ [ client ] の設定は比較の対象外となります

※ ２つの設定ファイルの両方に存在する項目のみが比較されます

（my.cnf のみに存在する innodb_file_per_table と innodb_log_file_size の２項目は比較対象外となります）

目次へ戻る
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3. pt-config-diff

■ 良い点

● 異なるMySQL設定ファイルの差異を簡単に検出する事ができます

■ その他

● 設定ファイルの代わりにホスト名を指定することで、二つのホスト間のサーバ変数の差異を出力することも出来ます

例えば、稼働している二台のサーバを指定すると、「SHOW VARIABLES」の結果を比較して出力します

# pt-config-diff h=ホスト名1 h=ホスト名2

目次へ戻る
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4. pt-deadlock-logger

■ コマンド名

pt-deadlock-logger [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● --dest D=データベース名, t=テーブル名 ： デットロック情報を保存するテーブルを指定します

● --create-dest-table ： 上記のオプションで指定したテーブルが存在しない場合、新規作成します

■ 目的

● データベースのデッドロック情報をダンプします

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-deadlock-logger.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-deadlock-logger.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-deadlock-logger コメント

# config for pt-deadlock-logger MySQL のパスワードを記入

■ シナリオ

● デッドロック情報を保存するテーブルを作成するため、

初回は保存用テーブル作成オプションをつけて実行します

（初回） # pt-deadlock-logger --create-dest-table --dest D=test, t=deadlocks

（２回目以降） # pt-deadlock-logger --dest D=test, t=deadlocks

MySQL内でデッドロックを発生させると、作成したテーブルに情報が書き込まれます

コンソールを2つ起動し、MySQLへログインします

コンソール1 mysql> START TRANSACTION;

コンソール2 mysql> START TRANSACTION;

コンソール1 mysql> SELECT id, title, body FROM articles WHERE id=1 LOCK IN SHARE MODE;

コンソール2 mysql> SELECT id, title, body FROM articles WHERE id=1 LOCK IN SHARE MODE;

コンソール1 mysql> UPDATE articles SET body= 'deadlock' WHERE id=1;

コンソール2 mysql> UPDATE articles SET body= 'deadlock' WHERE id=1;

→ これでデッドロックが発生するので、下記コマンドを実行して書き込まれた情報を確認します

mysql> SELECT * FROM deadlocks\G

目次へ戻る
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4. pt-deadlock-logger

■ 結果

● 以下のように、エラー情報がdeadlocksテーブルに格納されていることが確認できます

● また、pt-deadlock-logger のコマンドを実行したコンソールにも情報が標準出力されます

■ 良い点

● 期間を指定してバックグラウンドで起動させ、指定のデータベーステーブルへデッドロック情報を

保存したりする事が可能なので、デッドロックの監視を行う際等に有効です

■ その他

● MySQL5.6 以降では、innodb_print_all_deadlocks を有効にすると同様の情報がエラーログへ記録されます

目次へ戻る
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5. pt-diskstats

■ コマンド

pt-diskstats [ オプション ] [ ファイル ]

【主なオプション】

● --interval 数字 ： 統計情報を出力する間隔を指定します（デフォルトでは1秒）

● --iteration 数字 ： 動作する期間を指定します（デフォルトでは Ctrl - C するまで動作し続けます）

■ 目的

● ディスクI/Oの統計情報を出力します

■ シナリオ

● 以下の pt-diskstats コマンドを実行します

# pt-diskstats --interval 30

● 30秒後にMySQLで以下のコマンドを実行し、50万件のデータを取り込みます

mysql> LOAD DATA INFILE "14_2_articles.txt" INTO TABLE articles;

■ 結果

● 以下のように、ディスクI/Oの負荷状況が標準出力されます

”LOAD DATA”分が実行されている間にディスクI/Oの値が上昇していることが分かります

■ 良い点

● sysstatパッケージをインストールしなくても、iostatコマンドと同様の機能を使うことが出来ます

● オプションを用いれば、定期的にI/O状況を出力することも可能です

目次へ戻る
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5. pt-diskstats

■ その他

● 「iostat -x」というコマンドを実行すると、同様の結果が得られます

目次へ戻る
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6. pt-duplicate-key-checker

■ コマンド名

pt-duplicate-key-checker [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ DSN ] ： D=データベース名, t=テーブル名, h=ホスト名

● [ オプション ] ： -u ユーザ名, -p パスワード

■ 目的

● テーブルのインデックスや外部キーの重複チェックをします

● 指定されたデータベース上のテーブルから重複しているインデックスや外部キーを検索し、

それを削除するSQL文を表示します

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-duplicate-key-checker.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-duplicate-key-checker.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-duplicate-key-checker コメント

user=ユーザ名 MySQL のユーザ名

password=パスワード MySQL のパスワード

h=ホスト名 ホスト名

d=データベース名 データベース名

t=テーブル名 テーブル名

■ シナリオ

● 以下のコマンドで、"test"データベースの"articles"テーブルに、"id"をインデックスとして登録します

mysql> CREATE INDEX idx_id ON articles(id);

"id"カラムはプライマリーキーであるため、インデックスとして機能します

そのため、"idx_id"は重複したインデックスとして認識されます

● 以下のコマンドで、重複したインデックスをチェックします

# pt-duplicate-key-checker

目次へ戻る
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6. pt-duplicate-key-checker

■ 結果

● "idx_id"が重複したインデックスとして検知されました

さらに、赤丸の部分に重複しているインデックスを削除する ALTER文が記述されています

■ 良い点

● インデックス及び、外部キーに重複がないかを容易に確認する事ができます
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■ コマンド

pt-fifo-split [ オプション ] [ ファイル ]

【主なオプション】

● --fifo ： 作成する一時ファイルの名前を指定します。デフォルトでは /tmp/pt-fifo-split が作られます

● --lines ： 一度に読み込む行数を指定します。通常は1000行になっています

■ 目的

● ファイルから指定した行範囲ずつ、内容をFIFO(First In, First Out)で一時ファイルに読み込みます

■ シナリオ

● 読み込むデータファイルを用意し、以下の pt-fifo-split コマンドを実行します

# pt-fifo-split --lines 100 /tmp/mysql_tmp/14_2_articles.txt

● 別コンソールを開き、一時ファイルの中身を確認します

# cat /tmp/pt-fifo-split

■ 結果

● 一時ファイルの内容は、ファイルから指定した行数だけ読み込んだものになっています（上のコマンドでは100行）

※ 再度ファイルを確認すると、次の指定行数だけ読み込んだ内容になっています

※ 最後まで読み込むと、一時ファイルは自動的に削除されます

■ 良い点

● サイズの大きいファイルを物理的に分割することなく、指定行ずつ読み込むことができるので、

大量のデータを一度に読み込む際のリスクを減らすことができます
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■ コマンド名

pt-find [ オプション ] [ データベース名 ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● --engine ： 検索したいテーブルのエンジンを指定します

● --exec ： 指定したテーブルに対して実行したいSQLを指定できます

■ 目的

● MySQLのテーブルを指定したアクションに基づいて検索を行い、該当のデータベース名、テーブル名を出力したり、

指定条件に基づくテーブルに対して、SQLを実行する事ができます

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-find.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-find.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-deadlock-logger コメント

password=パスワード MySQL のパスワード

■ シナリオ

● 以下のコマンドを実行し、エンジンがInnoDB であるテーブルを検索します

# pt-find --engine InnoDB

■ 結果

● エンジンがInnoDB のテーブルが標準出力されます

■ 良い点

● 指定のテーブルサイズを超過しているテーブルを確認したり、エンジンがInnoDBであるテーブル全てに対して、

MyISAM エンジンへ変更するALTER文を実行したりする事が可能です
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■ その他の実行例

● 1日以上前に作成された、MyISAMエンジンのテーブルを検索します

# pt-find --ctime +1 --engine MyISAM

● InnoDB のテーブルを検索し、それらを MyISAM に変更します

# pt-find --engin InnoDB --exec "ALTER TABLE %D.%N ENGINE=MyISAM"

● "test" と "junk" データベースから、空のテーブルを検索して削除します

# pt-find --empty junk test --exec-plus "DROP TABLE %s"

● トータルで5GB以上のテーブルを検索します

# pt-find --totalsize +5G

● 全てのテーブルを、そのデータサイズ、インデックスサイズとともに検索し、大きなテーブルから順に表示します

# pt-find --printf "%T\t%D.%N\n" | sort -rn
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■ コマンド

pt-fingerprint [ オプション ] [ ファイル ]

【主なオプション】

● --query "クエリ" ： 指定したクエリを正規化します

■ 目的

改行や書き方の異なる複数のクエリを正規化した同一のクエリになるよう変換して出力します

■ シナリオ

● テストファイルを作成し、以下の内容を書き込みます

# touch fingerprint_test.txt

# vi fingerprint_test.txt

SELECT name, password FROM user WHERE id='12823';

select name,   password from user

   where id=5;

SELECT name,password FROM user

WHERE id = 39

;

● 以下のコマンドを実行します

# pt-fingerprint fingerprint_test.txt

■ 結果

● 各クエリを正規化した結果が出力されます

■ 良い点

● 値の違いやスペース、改行等の違いのみである、同一クエリと判断できるクエリを収集する事ができます
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■ コマンド

pt-fk-error-logger [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

● [ DSN ] ： h=ホスト名, D=データベース名

【主なオプション】

● --dest ： 検出したエラー情報を格納するテーブルを指定します（デフォルトでは標準出力となります）

● --run-time 数字 ： 動作する期間を指定します（デフォルトでは Ctrl - C するまで動作し続けます）

■ 目的

● 外部キー制約に関するエラー情報を標準出力します

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

ただし、DSNはコマンドライン上で直接指定する必要があるため、ここでは書きません

# touch /etc/percona-toolkit/pt-fk-error-logger.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-fk-error-logger.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-fk-error-logger コメント

user=root MySQL のユーザ名

password=パスワード MySQL のパスワードを記載

D=test

■ シナリオ

● 以下のような親テーブルを用意します

● 外部キーをつけるために titleカラムにインデックスを作成します

mysql> CREATE INDEX idx_title ON articles(title);

● 以下のCREATE文を実行し、子テーブルを作成します

mysql> CREATE TABLE articles_second (id int(11) AUTO_INCREMENT, title varchar(255), 

　created_at datetime, updated_at datetime, PRIMARY KEY(id),

　FOREIGN KEY(title) REFERENCES articles(title) ) ENGINE=InnoDB;
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● pt-fk-error-loggerコマンドを実行します

# pt-fk-error-logger D=test

● 以下のSQL文を実行し、外部キー制約エラーを発生させます

mysql> INSERT INTO articles (title) VALUE ( "First" );

mysql> INSERT INTO articles_second (title) VALUE ( "Second" );

■ 結果

● 外部キー制約に関するエラーが標準出力されます

■ 良い点

● 外部キー制約に関するエラーを監視することが出来ます

■ その他

● 標準出力の場合、最新のエラーを1件しか表示することが出来ません

そのため、エラー情報を保持するためには出力内容をMySQL内のテーブルに格納する必要があります

以下のようなテーブルを作成します

mysql> CREATE TABLE foreign_key_errors (ts datetime NOT NULL,

              error text NOT NULL, PRIMARY KEY (ts));

以下のコマンドを実行すると、エラー情報が foreign_key_errors テーブルに書き込まれます

# pt-fk-error-logger h=localhost --dest h=localhost,D=blog_test,t=foreign_key_errors
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■ コマンド

pt-heartbeat [ オプション ] [ DSN ] [ --update | --monitor | --check | --stop ]

【必須項目】

● [ --update | --monitor | --check | --stop ]  の中から少なくとも一つを指定します

--update ： マスタサーバに接続した時間（タイムスタンプ）を更新します

--monitor ： 指定した間隔でレプリケーションの遅延状況を出力します

--check ： レプリケーションの遅延状況を一度だけ出力します

--stop ： pt-heartbeat-sentinel ファイルを生成します。このファイルが存在するとupdateとmonitorが機能しなくなります

● --master-sever-id ： マスタサーバのサーバIDを指定します

● --create-table  ： 遅延状況を記録するheartbeatテーブルを作成します（初めてコマンドを使用する時のみ指定）

● [ オプション ] ： -p パスワード -D データベース名

【主なオプション】

● --interval ： 遅延状況を出力する間隔を指定します（デフォルトでは1秒です）

■ 目的

● MySQLサーバのレプリケーションの遅延を測定します

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

ただし、DSNはコマンドライン上で直接指定する必要があるため、ここでは書きません

# touch /etc/percona-toolkit/pt-heartbeat.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-heartbeat.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-heartbeat.conf コメント

D=repl_test 測定するデータベース名

password=パスワード マスタ のパスワードを記載

D=test

■ シナリオ

● マスタサーバで以下のSQL文を実行し、レプリケーション用のデータベースを作成します

mysql> CREATE DATABASE repl_test

● マスタサーバで通常時の遅延状況を30秒間隔で測定します

# pt-heartbeat --master-server-id 1 --interval 30 --monitor
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● もう一度同じコマンドを実行し、その後50万件のレコードを読み込むことで遅延を発生させます

# pt-heartbeat --master-server-id 1 --interval 30 --monitor

（別コンソールで以下を実行）

mysql> LOAD DATA INFILE "14_2_articles.txt" INTO TABLE articles;

■ 結果

● 先に測定した時よりもレプリケーションが遅延していることが確認できます

※ 一番左の数値は、MySQLが起動してからの時間、

 [ ] に囲まれた数字は、それぞれ1分、5分、15分間の平均遅延時間を表します

■ 良い点

● レプリケーションの遅延状況を確認する事ができます

■ その他

● --stopオプションを使用した場合は以下のように--updateと--monitorが機能しなくなります

※ /tmp/pt-heartbeat-sentinelファイルを削除すれば、通常の状態に戻ります
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■ コマンド

pt-index-usage [ オプション ] [ ファイル ]

【必須項目】

● [ ファイル ] ： slowクエリログを絶対パスで指定します

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● --drop ： ユニークインデックスなども含め、使用されていない全てのインデックスを調査します

　　　　　（デフォルトでは調査対象となるのはセカンダリインデックスのみです）

■ 目的

● slowクエリログからクエリを読み込み、使用されていないインデックスを調査して、削除する為のクエリを出力します

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-index-usage.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-index-usage.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-index-usage コメント

user=root MySQL のユーザ名

password=パスワード MySQL のパスワードを記載

D=test データベース名

■ シナリオ

● 以下のようなテーブルを用意します
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● 以下のSQL文を実行し、titleカラムに対してインデックスを作成します

mysql> CREATE INDEX title_idx ON articles (title);

● 以下のSELECT文を実行し、slowクエリログに記録させます

mysql> SELECT * FROM articles;

● slowクエリログに対して、pt-index-usageコマンドを実行します

# pt-index-usage /var/lib/mysql/localhost-slow.log

■ 結果

● 使用されていないインデックスを削除するためのALTER文が出力されます

■ 良い点

● 不要なインデックスをすぐに判別することが出来ます
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■ コマンド

pt-ioprofile [ オプション ]

【主なオプション】

● --run-time 数字 ： 計測する時間を指定します（デフォルトでは30秒間）

● --cell size ： 表示の単位をバイト単位のオペレーション量にします（デフォルトではI/Oの回数）

■ 目的

● mysqldプロセスによる、ファイルへのI/O負荷状況を監視します

■ シナリオ

● １分間に何バイト分のI/Oが行われたかを見るために、以下のコマンドを実行します

# pt-ioprofile --cell sizes --run-time 60

● MySQLで以下のコマンドを実行し、50万件のデータを取り込みます

mysql> LOAD DATA INFILE "14_2_articles.txt" INTO TABLE articles;

■ 結果

● 1分後に結果が標準出力され、各ファイルにかかった負荷が分かります

■ 良い点

● ディスクI/Oの負荷が大きい時に、ファイル単位で負荷の大きさを確認する事が出来ます
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■ コマンド名

pt-kill [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● --kill ： 条件を満たしたクエリを削除します

● --print ： 条件を満たしたクエリを表示します

● --busy-time 整数 ： 整数の秒数以上かかると、トリガが引かれKILLが実行されます

■ 目的

● 指定した条件を満たすクエリを自動的に取り消すことができます

KILLしたクエリは記録として残すことができます

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-kill.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-kill.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-kill コメント

password=パスワード MySQL のパスワード

■ シナリオ

● コンソールを開き、以下のコマンドを実行します（実行に2秒以上かかったクエリをKILLし、出力する）

# pt-kill --busy-time 1 --kill --print

● MySQLにおいて、50万のレコードがあるテーブルに対し、以下の2つのクエリを実行します

mysql> SELECT * FROM articles LIMIT 5;

mysql> SELECT * FROM articles;

上のクエリはすぐに実行されますが、下のクエリは1秒以上かかるためKILLされることが期待されます

■ 結果

mysql> SELECT * FROM articles LIMIT 5; の実行結果

目次へ戻る



Percona Toolkit マニュアル
14. pt-kill

■ 結果（続き）

mysql> SELECT * FROM articles; の実行結果

● 前者は問題なく実行されましたが、後者は1秒以上かかったことでKILL されたことが分かります

pt-kill を実行したコンソールには、以下のような表示がでます

■ 良い点

● 指定時間以上の実行時間がかかるクエリを確認したり、該当のクエリを終了させる場合等に有効です
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■ コマンド

pt-mext [ オプション ] -- [ コマンド ]

【必須項目】

● [ コマンド ]

・ mysqladmin -p exc ： mysqladminコマンドを使用します

・ -i ： 差分検出の間隔を指定します(単位:秒)

・ -c ： 比較ポイントの個数を指定します（出力される差分は“指定した値-1”となります）

【主なオプション】

● -r ： 変化した場合の差分のみを表示します（変化がないステータスについては0と表示されます）

■ 目的

● 指定した間隔で、MySQLの「GLOBAL STATUS」の変化を表示します

■ シナリオ

● 以下のコマンドを実行し、"MySQLへの接続が失敗した回数" を "10秒間隔" で "5回分" 表示します

# pt-mext -- "mysqladmin -p ext -i 10 -c 6" | grep "Aborted_connects"

※ mysqladminコマンドはrootユーザーでMySQLに入るため、rootのパスワードを入力する必要があります

● 別の端末を開いて以下のコマンドを実行し、ログインに失敗します（それを何度か繰り返します）

# mysql -u root -p"missword"

■ 結果

● 以下のような結果が標準出力されます

一番左が初期状態で、そこから3回、4回、5回、6回とログイン失敗回数が増加しているのが分かります

■ 良い点

● 全てのGLOBAL STATUSの変化を監視することが出来るため、不審な動作やエラーをすぐに検知できます

● 任意の回数、間隔で差異を出力できるため、定期的な保守などにも応用できます
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■ コマンド名

pt-mysql-summary [ オプション ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

■ 目的

● MySQLのステータス変数を用途ごとにサマリして出力します

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-mysql-summary.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-mysql-summary.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-mysql-summary コメント

password=パスワード MySQL のパスワードを記載

■ シナリオ

● 出力結果が長いため、lessを用いて閲覧（一部省略）

# pt-mysql-summary | less

■ 結果

● 実行すると、以下のように標準出力されます

目次へ戻る



Percona Toolkit マニュアル
16. pt-mysql-summary

■ 結果（続き）

■ 良い点

● テーブルキャッシュの使用率やクエリキャッシュの使用率の確認したり、10秒間にカウントされた

接続数やクエリ数のステータス変数を元に、1日あたりの計算値を確認する事が可能です
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■ コマンド

pt-online-schema-change [ オプション ] [ --execute または --dry-run ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

● [ DSN ] ： h=ホスト名, D=データベース名, t=テーブル名

● --execute or --dry-run ： --executeを指定すると変更が実行され、--dry-runは変更を実行しません

● --alter "alter文" ： 実行したいALTER文を入力します（ただし"ALTER TABLE"という記述は省きます）

【主なオプション】

● --max-load : 大きなデータベースのスキーマ変更の時に、スレッドの閾値を変更します（デフォルトは25です）

■ 目的

● テーブルをロックをせずに、指定のテーブルのスキーマ（構造）を変更する事ができます

■ 設定ファイル

● 上記の必須項目を、設定ファイルにまとめておきます

ただし、[ DSN ], --execute(--dry-run), --alter はスクリプト上で直接指定する必要があるため、ここでは書きません

# touch /etc/percona-toolkit/pt-online-schema-change.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-online-schema-change.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-online-schema-change コメント

user=root MySQL のユーザ名

password=パスワード MySQL のパスワードを記載

■ シナリオ

● 以下のようなテーブルを用意します

● テーブルに "test" というカラムを追加するために、以下のpt-online-schema-changeコマンドを実行します

# pt-online-schema-change --execute --alter "add column TEST int" h=localhost,D=test,t=articles
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● pt-online-schema-changeコマンド実行中に、MySQLで以下のINSERT文・UPDATE文を実行します

通常であれば「カラムの追加」のようなテーブルのスキーマ情報を書き換える動作の場合、テーブルのロックが

発生し、その間のINSERT文・UPDATE文はロック待ちとなるため実行に時間がかかります

mysql> INSERT INTO articles (title,created_at,updated_at) VALUE ("test", "00000000", "00000000");

mysql> UPDATE articles SET updated_at="11111111111111" WHERE title = "test";

■ 結果

● 以下の画面が表示されTESTカラムの追加が行われます

以下のコマンドでINSERT文・UPDATE文も問題なく実行されていることが確認できます

mysql> SELECT * FROM articles WHERE title = "test";
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● コマンドの実行後、articlesテーブルではTESTカラムが追加されたことが確認できます

■ 良い点

● 通常のALTER文と異なり、サービスを止める事無く、テーブルへの列追加等が可能となります

■ その他

● --dry-runオプションを指定した場合は以下のようになり、実際にスキーマ変更は実行されません
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■ コマンド名

pt-pmp [ オプション ] [ ファイル名 ]

【主なオプション】

● --binary （-b でも可） ： どのバイナリをトレースするか。文字列で入力。デフォルトは mysqldです

● --pid （-p でも可） ： トレースするプロセスのID。整数値を入力します

■ 目的

● LINUX上のスタックトレースを表示します

■ 結果

● 実行すると、以下のように標準出力されます

■ 良い点

● OSレベルでの障害の原因究明や、プロセスが何故待ち状態となっているのか等を調べるのに有効です
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■ コマンド名

pt-query-digest [ オプション ] [ ファイル名 ] [ DSN ]

【主なオプション】

● --type ： どのログを読ませるか。デフォルトは slowlog です。他には binlog や tcpdump 等があります

● --group-by ： SQLのものと同じです

● --limit ： SQLのものと同じです

■ 目的

● Slowクエリログの集計結果を表示します

■ シナリオ

● Slowクエリログは、デフォルトでは10秒以上のクエリが記録されるようになっていますが、

my.cnf を0秒以上で記録するように変更し、いくつかクエリを実行します

long_query_time = 0 my.cnf に追記

● 記録されたSlowクエリログを pt-query-digest に読み込ませます

■ 結果

● 実行すると、以下のように標準出力されます

①

②

① Slowクエリの統計情報を見ることができます

② Slowクエリのプロファイル情報を見ることができます

ここでは、上位の3つが大きくレスポンスに時間がかかっていることが分かります
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■ 結果（続き）

● 以降は、各クエリごとの統計情報を見ることができます

■ 良い点

● ユーザや接続元ごとの、時間帯指定による集計を行う事ができるので、Slowクエリログを分析するのに最適です
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■ コマンド

pt-show-grants [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

■ 目的

● 全ユーザのGRANT情報を出力します

■ 設定ファイル

● 必須オプションを、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-show-grants.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-show-grants.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-show-grants コメント

password=パスワード MySQL のパスワードを記入

■ 結果

● 実行すると、以下のように標準出力されます

■ 良い点

● ユーザの権限情報等を参照するのに有効です
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■ コマンド

pt-sift [pt-stalkで作成されたファイルのパス]

■ 目的

● 「pt-stalk」によって作成されたファイルを閲覧します

■ 結果

● 以下のコマンドを実行します

# pt-sift /var/lib/pt-stalk/

● 実行すると、pt-stalkで収集されたログファイルの一覧が出力されます

次に進むためにEnterキーを押下します

※ 必ず最新のタイムスタンプが記録されたログが選択されます

● vmstat等の情報を集計した結果が出力されます

【主な操作コマンド】

●  j ：次のタイムスタンプを表示

● k ：前のタイムスタンプを表示

● q ：プログラムの終了

■ 良い点

● 特別なツールを使用しなくても、netstat や vmstat、 iostat 等の様々な情報を取得できます
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■ コマンド

pt-slave-delay [ オプション ] [ スレーブのホスト名 ] [ マスタのホスト名 ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

● スレーブのホスト名 ： スレーブサーバのホスト名を指定します

【主なオプション】

● --delay ： レプリケーションを遅延させる秒数を指定します（デフォルトでは1時間です）

● --interval ： スレーブの停止・起動を判断する間隔を指定します（デフォルトで1分です）

● --run-time ： コマンドを実行する秒数を指定します（デフォルトでは Ctrl - C するまで動作し続けます）

■ 目的

● 指定した条件でスレーブサーバを停止・起動させ、レプリケーションを意図的に遅延させます

■ 設定ファイル

● 必須オプションを、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-slave-delay.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-slave-delay.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-slave-delay コメント

password=パスワード スレーブ側のMySQL のパスワード

■ シナリオ

● スレーブ側で以下のコマンドを実行し90秒間、レプリケーションを60秒遅延させます

# pt-slave-delay --delay 60 --interval 30 --run-time 90 localhost

●マスタ側で以下のSQL文を実行します

mysql> CREATE TABLE delay_test(id int);

● スレーブ側で以下のSQL文を実行します

mysql> SHOW TABLES;

● コンソールに以下のような文章が表示されたら、もう一度上のSQL文を実行します
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■ 結果

● スレーブ側でレプリケーション遅延が発生していることが確認できます

※ コマンド終了時点では、スレーブサーバのスレーブモードは停止した状態になります

そのため、コマンド終了後、以下を実行しスレーブモードを開始する必要があります

mysql> SLAVE START;

※ 遅延する時間は、「--delayで指定した時間」 から 「--delay + --interval」 の間で推移します

■ 良い点

● マスタサーバのオペレーションミス等によるデータの反映を遅延させる事により、

スレーブサーバへの被害を最小限に抑える事ができます

■ その他

● MySQL5.6以降では、以下のSQL文でpt-slave-delayコマンドと同様の機能が実現できます

mysql> STOP SLAVE;

mysql> CHANGE MASTER TO MASTER_DELAY=60;

mysql> START SLAVE;
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■ コマンド

pt-slave-find [ オプション ] [ マスタのホスト名 ]


【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● [ DSN ] ： h=ホスト名, u=ユーザー名（デフォルトではそれぞれlocalhost, root）

※ ここで指定するDSNはマスタ側のものを使用します

■ 目的

● マスタに対してレプリケーションをしているスレーブをツリー表示します

■ 設定ファイル

● 必須オプションを、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-slave-find.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-slave-find.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-slave-find コメント

h=192.168.2.222 マスタのIPアドレス

user=root MySQLのユーザー名

password=password MySQLのパスワード

■ シナリオ

● 全てのPCでiptablesがオフになっていることを確認します

# service iptables status

iptables: ファイアウォールが稼働していません。

●全てのサーバのMySQL上で以下のユーザーが存在することを確認します

mysql> SELECT user,host FROM mysql.user…

root   |   192.168.2.222

● マスタ側で以下のコマンドを実行して、マスタに接続されているスレーブの情報を表示します

# pt-slave-find
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■ 結果

● マスタに接続されているスレーブがツリー状に表示されます

■ 良い点

● マスタに接続されているスレーブの情報を簡単に知ることが出来ます

■ その他

● ②のようなIPアドレス表示を、①のようなホスト名表示に変えたい場合は以下のようにします

# vi /etc/hosts

127.0.0.1   localhost localhost.localdomain localhost4 localhost4.localdomain4

::1         localhost localhost.localdomain localhost6 localhost6.localdomain6

192.168.2.224 volvo           # スレーブ（ホスト名：volvo） → 追記

192.168.2.226 lancia       　# スレーブ（ホスト名：lancia） → 追記

目次へ戻る
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■ コマンド

pt-slave-restart [オプション] [DSN]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● [ DSN ] ： h=ホスト名, u=ユーザー名（デフォルトではそれぞれlocalhost, root）

※ ここで指定するDSNはスレーブ側のものを使用します

■ 目的

● レプリケーションの Slave を監視して、エラー等により停止した場合に自動的に再起動を試みます

■ シナリオ

● マスター側に以下のようなテーブルを用意します（スレーブ側にも同テーブルがレプリケーションされます）

mysql> CREATE TABLE `test001` (`id` int(11) DEFAULT NULL) 

ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8

● スレーブ側のテーブルにPRIMARY KEY 制約をつけます

mysql> ALTER TABLE test001 ADD PRIMARY KEY(id);

● スレーブ側のコンソール画面から、以下のコマンドを実行します

# pt-slave-restart -u root -ppassword

● マスター側で以下のSQLを実行し、意図的にスレーブ側でキー重複エラーを起こします

mysql> INSERT INTO test001(id) VALUES(1);

mysql> INSERT INTO test001(id) VALUES(1);

■ 結果

● スレーブ側で、レプリケーションのエラーが発生します

※ スレーブ側のテーブルにのみ、

idカラムに対しPRIMARYキーが

設定されているため、重複した

データをINSERT出来ず、エラーが

発生する
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■ 結果（続き）

● その後、pt-slave-restart が動作します

● エラーの原因となる処理がスキップされ、レプリケーションが正常に継続されます

■ 良い点

● レプリケーション中にエラーが生じても、その処理をスキップしてくれるので、レプリケーションの停止を

防ぐことができます
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■ コマンド

pt-stalk

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

【主なオプション】

● --variable：pt-stalkが実行される時の条件となるステータス変数を指定する

● --threshold：--variableで指定したステータス変数の、実行条件となる値を指定する

● --cycles：ログを集める回数を指定する（デフォルトは5回） ここで指定した回数分ログ収集を実行した後、

　  ログの集計が実行される

（ 集計前に、上の実行条件を満たさない状態になった場合、pt-stalk は中断される）

■ 目的

● 指定した条件に達した時点の netstat や vmstat、 iostat 等の様々な情報を出力します

■ シナリオ

● 以下のコマンドを実行し、MySQLへの接続数が1以上になると起動するようにします

# pt-stalk -u =root -p=password --variable=Threads_connected --threshold=1

● 実行すると、以下のように標準出力されます

以下、警告が続く

● 別画面からMySQLに接続します

# mysql -u root -ppassword
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■ 結果
● MySQLの起動により、コンソール画面が以下のように出力されます

①

②

① MySQLの起動により情報（ログ）の収集が繰り返されます

② 5回繰り返した後、300秒間休止します　※この際ログファイルが作られます

● 300秒後、再び同じ動作をしてまた休止します（pt-stalkを停止させるまでこの動作の繰り返しとなります）

● /var/lib/pt-stalk 配下にnetstat や vmstat、 iostat 等の様々な情報の入ったファイルが作られます

※ ファイル名の冒頭部分はコマンドが実行されたときのタイムスタンプです

■ 良い点

● 指定した条件を満たした時に、自動でサーバやMySQLの情報が取得できます
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■ コマンド

pt-summary

■ 目的

● サーバのOSやメモリ、ボリューム等の物理的な情報と、

メモリ使用状況やプロセス情報、ネットワーク接続情報等の状況を出力します

■ 結果

● 実行すると、以下のように標準出力されます

● 出力結果が長いので less で閲覧、2ページ目以降は省略します

■ 良い点

● サーバに関する物理的な情報を参照する際に有効です
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■ コマンド

pt-table-checksum [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ DSN ] ： h=ホスト名,u=ユーザー名,p=パスワード

※ ここで指定するDSNはマスタ側のものを使用します

【主なオプション】

● --no-check-binlog-format ： pt-table-checksum を使用する場合はバイナリログの形式を「STATEMENT」にする

　　　　　　　　　　　　　　　　　必要があるため、その他の形式を用いたい場合はこのオプションを指定します

■ 目的

● レプリケーションでの、マスタとスレーブ間のテーブルの整合性をチェックします

■ 設定ファイル

● 必須オプションを、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-table-checksum.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-table-checksum.conf 設定ファイルの編集

# config for table-check-sum コメント

h=192.168.2.222 マスタのIPアドレス

user=root MySQLのユーザー名

password=password MySQLのパスワード

databases=test,repl_test MySQLのデータベース

■ 結果

● マスタ側でコマンドを実行すると、以下のようにチェックの結果が標準出力されます

■ 良い点

● 正確にレプリケーションが行われているかを確認することが出来ます
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■ コマンド

pt-table-sync [ オプション ] [ 同期元DSN ] [ 同期先DSN ]

【必須項目】

● --execute or --dry-run ： --executeを指定すると変更が実行され、--dry-runは変更を実行しません

● [ 同期元DSN ] ： h=ホスト名,u=ユーザー名,p=パスワード (D=データベース名,t=テーブル名)

● [ 同期先DSN ] ： h=ホスト名,u=ユーザー名,p=パスワード

※[ 同期先DSN ]にはSUPER権限のあるユーザを指定する必要があります

【主なオプション】

● --sync-to-master ： 同期先DSNで指定したホスト(スレーブ)のマスタを同期元DSNとすることができます

※このオプションを使用する場合、[ 同期元DSN ] を書く必要はありません

■ 目的

● ホスト間でテーブルの同期を行うことができます

■ シナリオ

● 今回は、レプリケーション環境で、マスタ（同期元）とスレーブ（同期先）のテーブルを同期させます

● スレーブ側でレプリケーションを停止します

mysql> STOP SLAVE;

● マスタ側に以下のようなテーブルを用意し、レコードを挿入します

mysql> CREATE TABLE test (id INT);

mysql>INSERT INTO test (id) VALUES(1),(2),(3);

mysql>SHOW MASTER STATUS;

● スレーブ側にもマスタと同じ定義の空テーブルを用意し、改めてマスタとレプリケーションを組みます

> RESET SLAVE ALL;

> CHANGE MASTER TO …

> START SLAVE;

● マスタ側とスレーブ側でデータが異なっていることを確認します

mysql> SELECT * FROM test;

マスタ側 スレーブ側

+------+

 | id    |

+------+ Empty set (0.00 sec)

|     1  |

|     2  |

|     3  |

+------+

3 rows in set (0.00 sec)
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● スレーブ側でpt-table-syncを実行します

# pt-table-sync --execute --sync-to-master u=root,p=password

■ 結果

● スレーブ側のテーブルにマスタのテーブルが同期されます

mysql> SELECT * FROM test;

マスタ側   スレーブ側

+------+ +------+

 | id    |  | id    |

+------+ +------+

|     1  | |     1  |

|     2  | |     2  |

|     3  | |     3  |

+------+ +------+

3 rows in set (0.00 sec) 3 rows in set (0.00 sec)

■ 良い点

● テーブル間の同期を簡単に行うことができます

■ 注意点

● 双方に同じ定義のテーブルが存在している必要があります

● --sync-to-masterを使う場合、ユニークキーの設定されていないテーブルを同期することはできません

■ その他

● ホスト名を指定することで、任意のホスト間でテーブルを同期させることができます

# pt-table-sync --execute h=host1,D=database,t=table h=host2

※host1(同期元)のテーブルをhost2(同期先)に同期します
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■ コマンド

pt-table-usage [ オプション ] [ ファイル名 ]

■ 目的

● Slowクエリログからクエリを読み込み、どのテーブルへアクセスしたものかを分析・表示します

■ シナリオ

● 以下のコマンドを実行し、Slowクエリログを読み込ませます

# pt-table-usage /var/lib/mysql/slow_queries.log

■ 結果

● 以下のように、それぞれどのテーブルにアクセスされているかを標準出力します

■ 良い点

● どのテーブルアクセスにおいて、Slowクエリログが多発しているか等を簡単に確認する事ができます
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■ コマンド

pt-upgrade [オプション] [ログファイル] [DSN1] [DSN2]

【必須項目】

● [ DSN ] ： h=ホスト名,u=ユーザ名,p=パスワード

● [ログファイル] ： 比較するログファイルを指定します

【主なオプション】

● --no-read-only ： ログファイルの全てのクエリを比較するようになります(通常はSELECT,SET文しか比較しません)

● --type ： 比較するログファイルのフォーマットを指定することができます。通常はslowlogになっています

フォーマット名 ログの内容

slowlog スロークエリログ

genlog ジェネラルログ

binlog バイナリログ

rowlog 1行に1つSQL文を書いた、オリジナルファイル

■ 目的

● 異なるサーバ間で、クエリ実行時間の違いや、エラーの有無を比較した結果を出力します

■ シナリオ

● バージョンが異なるサーバを二台用意します

mysql5.6 ホスト名=localhost、DBユーザ名=root、パスワード=password

mysql5.1 ホスト名=192.168.2.222、DBユーザ名=test、パスワード=password

※ デフォルトの設定では、SELECTの権限があればツールは動きます

● Slowクエリログは、デフォルトでは10秒以上のクエリが記録されるようになっていますが、

0秒以上で記録するように変更します

long_query_time = 0 my.cnf に追記

● localhost(mysql5.6)側でいくつかクエリを実行します

SELECT文 10件 ※ performance_schemaに対するSELECT文を1件実行しています

INSERT文   5件

● コマンドを実行する前に、my.cnfのlong_query_timeオプションを元に戻し、その後ログを比較します

# pt-upgrade /var/lib/mysql/slow_queries.log \

> h=localhost,p=password h=192.168.2.222,u=test,p=password
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30. pt-upgrade

■ 結果
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30. pt-upgrade

■ 良い点

● 環境の異なるサーバ間で、同じクエリを実行した結果を簡単に確かめることができます

● バージョンアップを行う前に、移行後のデータの安全・整合性を確かめることができます

■ その他

● クエリの実行結果を一度ファイルに保存しておき、そのファイルと比較することもできます

pt-upgrade [オプション] --save-results [保存先ディレクトリ] [ログファイル] [DSN1]

pt-upgrade [オプション] [リザルトディレクトリ] [DSN2]

・ --save-results [保存先ディレクトリ] ： ログファイルに書かれたクエリと、その実行結果やレコードを保存します

・ [リザルトディレクトリ] ： リザルトファイルのあるディレクトリを指定します

● --save-results を使用すると、保存先のディレクトリに以下のようなファイルが作成されます

query 実行されたクエリ

results クエリの実行結果(エラー結果もしくは、警告や実行時間)

rows 抽出されたレコードの内容

● 比較結果が出力されるのは、以下のような場合です

Row Count 抽出されたレコードの行数が違う場合

Row Data 抽出されたレコードの内容が違う場合

Warnings 片方のホストで警告が出た場合

Query time クエリの実行時間が大幅に異なる場合

Query errors 片方のホストでエラーが起きた場合

SQL errors 両方のホストでエラーが起きた場合(文法エラー)
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■ コマンド

pt-variable-advisor [ オプション ] [ DSN ]

【必須項目】

● [ オプション ] ： -p パスワード

● [ DSN ] ： h=ホスト名

■ 目的

● MySQL変数を分析して、問題の可能性がある設定について出力します

■ 設定ファイル

● 必須オプションを、設定ファイルにまとめておきます

# touch /etc/percona-toolkit/pt-variable-advisor.conf 設定ファイルの作成

# vi /etc/percona-toolkit/pt-variable-advisor.conf 設定ファイルの編集

# config for pt-variable-advisor コメント

password=パスワード MySQL のパスワードを記入

■ 結果

● コマンドを実行すると、変更した方がいい変数が"# WARN"で明示されます

# pt-variable-advisor localhost

■ 良い点

● サーバ設定において一般的な問題がないかを確認する際に有効です
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32. pt-visual-explain

■ コマンド

pt-visual-explain [ オプション ]  [ ファイル名 ]

■ 目的

● EXPLAIN文を元に、クエリの構成をツリー構造で出力します

■ シナリオ

● まずはEXPLAIN文の実行結果を入力したファイルを用意します

"test"データベースの"articles"テーブルから、10000 < id < 20000 のレコードをセレクトする、

というクエリのEXPLAIN結果を pt-visual-explain.txt というファイルに出力させます

# mysql -uroot -p -e "EXPLAIN SELECT * FROM articles WHERE id > 10000 and id < 20000"

                                                                                                     test > /tmp/pt-visual-explain_result.txt

● そのファイルを、pt-visual-explain で読み取ります
# pt-visual-explain /tmp/pt-visual-explain_result.txt

■ 結果

● 以下のようなツリー構造が標準出力されます

■ 良い点

● EXPLAINの結果を視覚的に分かりやすく表示できます

■ その他

● EXPLAIN文をパイプで引き渡すこともできます

# mysql -e "EXPALIN SELECT * FROM mysql.user" | pt-visual-explain
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